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※研修名：若年性認知症その時企業はどうする？
（注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 7 11 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点
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利用者の知識・
能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

住　所 宮古島市平良久貝８７５－２ 管理者名 岩本　晶恵

電話番号 ０９８０－７９－０７５１ 対象年度 令和７年度

様式２－１

令和８

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 夢工房宮古 事業所番号 4712300856



前年度（　　7　年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　４　月　～　３　月）

前々々年度（　５　　年度）

円 円 円

前々年度（　６　　年度）

円 円 円

前年度　（　７　　年度）

円 円 円

前年度（　7年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

→ パートナー社員規定第１８条 → テレワーク勤務規定

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

→ パートナー社員規定第１３錠

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

→パートナー社員規定第４４条 → パートナー社員規定第４５・９１条

前年度（　７年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※先進的事業者名

　  実施日 11 月 20 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※研修名：若年性認知症その時企業はどうする？ ※学会誌等名 ※他の事業所名：合同会社ステップ

  研修講師：認知症介護指導者　羽地克也  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 1 月 15 日 2 人

  実施日・受講者数 7 月 11 日 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

人事評価制度の制定日 7 年 12 月 1 日 　を受講している

 主催者名：宮古商工会議所 13 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 1 月 16 日 うち昇給・昇格を行った者 13 名  就業時間

当該人事評価制度の周知方法  職務内容

スタッフ会議棟を通して適時スタッフへ周知している

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

（Ⅵ）　経営改善計画

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

 内容：宮古島の食材や素材で製造や加工した商品を島内外
から参加しているバイヤーと商談を行った。

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

31,070

生産活動収入から経費
を除いた額

17,527,317
利用者に支払った賃金
総額

17,505,732 収支 21,585

生産活動収入から経費
を除いた額

17,217,915
利用者に支払った賃金
総額

17,186,845 収支

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

15,436,349
利用者に支払った賃金
総額

15,417,661 収支 18,688

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

15,744
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

3,900
利用者の１日の平
均労働時間数

4



令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所：有限会社宮原果樹園

　

　

　

＜目的＞

＜成果＞

連携先企業名 有限会社　農業生産法人　宮原果樹園 担当者名 勝連　学

・実施した生産活動・施設外就労の概要

果樹園での栽培管理及び施設管理業務、また、収穫物の受注・販売の業

務委託。そして、生産物を加工販売を行っている。

島内でも過疎化が進んでいる地域があり、加齢とともに園芸施設での営

農が難しくなり、耕作放棄地が増えている。担い手不足の解消と耕作放

棄地を無くし、農家及び利用者の方の就労と収入向上に繋げる。そし

て、地域の子供たちの体験活動の場としての目的もある。

現状の園芸施設の稼働率は９８％まで回復しており、作付け面積も徐々

に増えてきている。果樹園内で栽培しているレモンに関しては有機JAS

の認証を取得しており、農薬を使用せずに栽培している作物へ更に付加

価値をつけることができるとともに、環境負荷への軽減にも貢献してい

る。また、その他の作物も農薬不使用で栽培していることで島外からの

注文も多くあり、利用者の賃金の向上にも繋がっている。また、年間を

通して、地域の保育園や障害児の通所施設等の農作業体験の場にもなっ

ており、食育にも繋がっている。

連携先の企業等の意見または評価

前年度に引き続き、園芸施設の修繕から植え付けまでを一貫して、相互に協力しながら行えていることで、発注者としては、

非常に助かっている。また、農園の作業が障害を持っている人の就労機会の場や子どもたちの体験の場になっていることが地

域貢献に繋がればと思う。また、有機JASの取得から始まり、今では島内外からもリピーターのお客様がいることに驚きもあ

り嬉しさもある。また、ドライマンゴーも傷物や販売が難しくなった実を使用して製造することで、フードロスにもつながっ

ていると思う。今後もお互いで連携していくことで、農家側と利用者の方の収入に繋がっていけばと思う。

・実施日程：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 夢工房宮古 事業所番号 4712300856

住　所 沖縄県宮古島市平良字久貝８７５－２ 管理者名 岩本　晶恵

電話番号 0980-79-1751 対象年度 令和７年度

地域連携活動の概要

様式１

作物の剪定や除草作業・追肥・

収穫。納品までを請負い行って

いる。農薬不使用に拘り、除草

これまで、既存の販売ルートのみであったが、ドライフルーツの製造や、

ECサイトでの直接販売等を行い、販路拡大にも取り組んでいる。

また、既存のルートでの販売に関してもパッケージをリニューアルした

ことで島外からの注文も多くある。

地域の児童発達支援事業所の児童等が果樹園内で、果樹の収穫体験を行い、葉の

匂いを嗅いだり、収穫した実を試食する等の体験を共同で行った。また、今回は、

重症心身障害者の方も初めて農園での活動に参加することができている。



令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所：夢工房宮古内活動室

　

　

　

＜目的＞

＜成果＞

事業所担当者 岩本　晶恵

利用者からの意見・評価

・人によってそれぞれ、距離が違うというのは、言われてみて確かにそうだなと思った。自分の行動も改めて気を付けようと

思う。(４０代　男性）

・人との距離感の難しさ、パーソナルスペースの大切さ、プライベートゾーンでは、嫌なことははっきりと断る勇気、人への

伝え方のポイントを知ることが出来、改めて大事なことだと勉強になりました。(３０代　女性）

・実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

外部講師を招き、他者とのパーソナルスペース・プライベートゾーンに

ついて講義を行った。

普段、何気なく他者の隣に座る際に距離や、会話をする際の

距離を確認し、適切な他者との関わり方とハラスメントに繋

がることを防止する。

利用者の方の多くは、無意識に他者との距離が近い方や、相手の

距離を深いに思っても言葉に出せない人もいることを学ぶ。ま

た、適切な距離と言っても、人それぞれに違いがあることも気づ

くきっかけとなった。また、距離が近いが故に相手に触れてし

まった場合、ハラスメントと言われる危険性もあることを聞くこ

とで、自身を振り返り学ぶきっかけとなった。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

普段、スタッフが近すぎたり、手を伸ばして届かない距離を伝えているが、改めて、外部講師を招き話をしてもらうことで、

利用者の方により一層伝わっている印象がある。また、不快に思ってもなかなか言えない方もいる中で、相手に不愉快に思わ

れない、誤解をされない距離感や、その距離感も人によって違うことを話していただいたことで、利用者の方にも分かりやす

く伝わっている。

・実施日程：令和７年２月２４日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 夢工房宮古 事業所番号 4712300856

住　所 沖縄県宮古島市平良字久貝８７５－２ 管理者名 岩本　晶恵

電話番号 ０９８０－７９－０７５１ 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

様式２

実際に手を伸ばし、近い・遠い・良いぐらいを確認した。

また、どれぐらいの距離から不快かも体験してもらった。


